
大型トラック後輪制動装置のリコール 
平成 28年12月1日 

リコール届出番号3929 リコール開始日：平成28年12月26日

ＵＤトラックス株式会社は下記のリコールを国土交通省に届出しました。 

対象車両をご愛用のお客様には、大変ご迷惑をおかけしまして誠に申し訳ございません。 

ご愛用車の措置につきましては、販売会社よりご連絡・ご相談をさせていただきますので、点

検・修理（無料） 

をお受けいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

対象車両をご愛用のお客様には大変ご迷惑をおかけいたしましたことを、心よりお詫び申し上

げます。 

１．不具合の状況 

 大型トラックの後輪制動装置において、ブレーキチャンバーの強度が不足しているため、高

速道路における路側帯との区分線（バイブラライン）上を時速80km/hで走行した際の振動

周波数によってブレーキチャンバーに亀裂が生じることがあります。そのため、そのままの

状態で使用を続けると亀裂が進行し、最悪の場合、当該チャンバーが分離するおそれがあり

ます。

２．改善の内容 

 全車両、後輪のブレーキチャンバーを確認し、未対策品が装着されている場合には、ブレー

キチャンバーアッセンブリを対策品と交換します。

３．対象車両 

 ＵＤトラックス株式会社が製作している大型トラックが対象です。

 型式、車台番号の範囲、製作期間、対象台数は次の通りです。

https://www.udtrucks.com/japan-/media/Files/Japan/recall-details/2016/20161128_no3929_recalls.pdf
https://www.udtrucks.com/japan-/media/Files/Japan/recall-details/2016/20161128_no3929_recalls.pdf


車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号の

範囲及び製作期間 

リコール対

象車の台数

UDトラック

ス ADG-CG2YA 

 ｢クオン｣ CG2YA-00001 ～ CG2YA-30025 

平成17年4月20日 ～ 平成22年7月

12日 

63 

ADG-CG2ZA 

CG2ZA-00004 ～ CG2ZA-30043 

平成17年4月20日 ～ 平成22年7月8

日 

138 

ADG-CG4XA 

CG4XA-00001 ～ CG4XA-30020 

平成17年7月21日 ～ 平成22年5月

22日 

49 

ADG-CG4XL 
PKG-CG4XL 

CG4XL-00001 ～ CG4XL-30002 

平成17年8月29日 ～ 平成20年1月7

日 

17 

ADG-CG4YA 

ADG-CG4YA改 

PKG-CG4YA 

PKG-CG4YA改 

CG4YA-00001 ～ CG4YA-30065 

平成17年6月8日 ～ 平成22年7月1

日 

214 

ADG-CG4YE 
PKG-CG4YE 

PKG-CG4YE改 

CG4YE-00001 ～ CG4YE-30013 

平成17年10月6日 ～ 平成22年2月

11日 

27 

ADG-CG4YL 

PKG-CG4YL改 

CG4YL-00001 ～ CG4YL-30010 

平成17年4月20日 ～ 平成22年6月

11日 

38 

ADG-CG4ZA 

ADG-CG4ZA改 

PKG-CG4ZA 

PKG-CG4ZA改 

CG4ZA-00009 ～ CG4ZA-32187 

平成17年1月10日 ～ 平成22年7月

20日 

5,388 

ADG-CG4ZE 

ADG-CG4ZE改 

PKG-CG4ZE 

CG4ZE-00005 ～ CG4ZE-30353 

平成17年6月8日 ～ 平成22年7月13

日 

866 

ADG-CG4ZL 

ADG-CG4ZL改 

PKG-CG4ZL 

CG4ZL-00002 ～ CG4ZL-30163 

平成17年6月13日 ～ 平成22年7月

16日 

407 

ADG-CG4ZM 

ADG-CG4ZM改 

PKG-CG4ZM 

PKG-CG4ZM改 

CG4ZM-00001 ～ CG4ZM-30030 

平成17年4月20日 ～ 平成22年6月

26日 

93 

LDG-CG5XA 

CG5XA-00101 ～ CG5XA-00103 

平成24年3月8日 ～ 平成24年3月12

日 

3 



車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号の

範囲及び製作期間 

リコール対

象車の台数

LDG-CG5YA 
LKG-CG5YA 
QKG-CG5YA 

CG5YA-00101 CG5YA-30025 

平成22年7月15日 ～ 平成27年7月

27日 

75 

LKG-CG5YE 
QKG-CG5YE 

CG5YE-00101 ～ CG5YE-10014 

平成22年7月26日 ～ 平成26年4月9

日 

16 

LDG-CG5YL 
QKG-CG5YL 

CG5YL-00101 ～ CG5YL-30007 

平成23年6月7日 ～ 平成27年6月6

日 

15 

LDG-CG5ZA 
LKG-CG5ZA 

LKG-CG5ZA改 

QDG-CG5ZA 
QKG-CG5ZA 

QKG-CG5ZA改 

QPG-CG5ZA 

CG5ZA-00102 ～ CG5ZA-32269 

平成22年5月10日 ～ 平成27年8月5

日 

6,878 

LDG-CG5ZE 
LKG-CG5ZE 
QDG-CG5ZE 
QKG-CG5ZE 
QPG-CG5ZE 

CG5ZE-00102 ～ CG5ZE-30170 

平成22年7月16日 ～ 平成27年8月5

日 

677 

LDG-CG5ZL 
LKG-CG5ZL 
QKG-CG5ZL 
QPG-CG5ZL 

CG5ZL-00101 ～ CG5ZL-30103 

平成22年7月13日 ～ 平成27年7月

29日 

389 

LKG-CG5ZM 
QKG-CG5ZM 

CG5ZM-00101 ～ CG5ZM-30045 

平成22年8月20日 ～ 平成27年7月9

日 

122 

ADG-CX2YA 

ADG-CX2YA改 

CX2YA-00001 ～ CX2YA-30013 

平成17年4月20日 ～ 平成22年7月

16日 

32 

ADG-CX4YA 

ADG-CX4YA改 

PKG-CX4YA 

PKG-CX4YA改 

CX4YA-00002 ～ CX4YA-30161 

平成17年6月8日 ～ 平成22年7月16

日 

299 

ADG-CX4YL 

ADG-CX4YL改 

CX4YL-00001 ～ CX4YL-30069 

平成17年6月13日 ～ 平成22年7月

13日 

196 

LDG-CX5YA 

LDG-CX5YA改 

LKG-CX5YA 

LKG-CX5YA改 

QDG-CX5YA 

CX5YA-00101 ～ CX5YA-30044 

平成22年8月31日 ～ 平成27年7月

31日 

236 



車名 型式 通称名 
リコール対象車の車台番号の 

範囲及び製作期間 

リコール対

象車の台数 

QKG-CX5YA 

QKG-CX5YA改 

LDG-CX5YL 

LDG-CX5YL改 

QDG-CX5YL 

QDG-CX5YL改 

QKG-CX5YL 

QKG-CX5YL改 

CX5YL-00101 ～ CX5YL-30034 

平成22年8月3日 ～ 平成27年7月28

日 

102 

  

（計 75型式） 
（ 1車種

） 

(製作期間の全体の範囲)  

平成17年1月10日 ～ 平成27年8月5

日 

(計 16,340台
) 

 

【注意事項】 リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場

合があります。 

 

＜ご注意＞ 

 対象車両の含まれる車台番号の範囲には、対象とならない車両もありますので、詳しくは最

寄りのＵＤトラックス販売会社にお問い合わせください。 

 対象車両の製作期間はご購入の時期とは異なります。 

 

【お問い合わせ先】 

ＵＤトラックス株式会社 お客様相談室 

〒３６２－８５２３ 埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 

フリーダイヤル ０１２０－６７－２３０１  

オープン時間 月曜日～金曜日 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 

但し、会社休業日を除きます。 



　改善箇所説明図

 注 ：　　　　　　　内は交換部品を示す。

 識別 ： 対策品の交換終了は、運転席側ドア開口部のドアストライカー部分に白色ペイントを塗布する。

エア圧有り
（ﾋﾟｷﾞｰﾊﾞｯｸ）

エア圧無し
（NPC）

 大型トラックの後輪制動装置において、ブレーキチャンバーの強度が不足しているため、高
速道路における路側帯との区分線（バイブラライン）上を時速８０ｋｍ／ｈで走行した際の振
動周波数によってブレーキチャンバーに亀裂が生じることがある。そのため、そのままの状態
で使用を続けると亀裂が進行し、最悪の場合、当該チャンバーが分離するおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、後輪のブレーキチャンバーを確認し、未対策品が装着されている場合には、ブレーキ
チャンバーアッセンブリを対策品と交換する。
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